比較経済史の誕生 : 大塚久雄『株式会社発生史論』に関する一考察（4） by 齋藤 英里 & Saito Eiri






































































































































1934 年に酒井は「経営史学の諸問題─ N.S.B. Gras：Business History
への管見」（前掲『商業経済論叢』第 12 巻別冊 2 に所収。後に酒井『経営
技術学と経営経済学』、森山書店、1936 年に収録）を、大塚は「グラース

















ら 6 年、『変動論』刊行から 2 年後のことであった。酒井の書評が 6 年も
たってでたのは、『変動論』を執筆中に『発生史論』の意義に注目して、
書評を書くことを決意したのではないかと筆者は推察する。
『変動論』は、第 1 編「序説」、第 2 編「本論」、第 3 編「結論」から構
成された大著である 16。第 1 編第 1 章「史的認識の構造」では、経済哲学
を学んだ著者ならではの史学方法論が展開されている。第 2 編「本論」で
はイギリスを中心とする経済史が 3 つの章─第 5 章「国民経済状況論」、
第 6 章「国民経済構造論（其の１）」、第 7 章「国民経済構造論（其の２）」









































































































































































『所有権法の理論』は 5 つの章─第 1 章「序説」、第 2 章「近代的所有権













































て検討したい（2020 年 1 月 11 日成稿）。
注
1 山之内靖『イギリス産業革命の史的分析』（青木書店、1966 年）所収第４章「マ




『土地制度史学』第 35 号（1967 年）、岡田与好『経済的自由主義─資本主義と
































『武蔵野大学政治経済研究所年報』第 10 号（2015 年 2 月）、同（2）同上誌、
第 14 号（2017 年 2 月）、同（3）同上誌、第 15 号（2017 年 10 月）を参照さ
れたい。以下、それぞれ、拙稿（1）、（2）、（3）と略記する。
















かった。」『大塚久雄著作集』第 1 巻（岩波書店、1968 年）、511 頁（傍点は
著者）。
6 石崎津義男『大塚久雄　人と学問』（みすず書房、2006 年）、65 頁。
7 拙稿（3）、57-58 頁及び関係の注を参照されたい。







































2001 年）の第 1 章「福島まで」などを見よ。













25 中村常次郎『経営経済学序説Ⅰ』（文化堂印刷所、1947 年）、79-80、84-85 頁。
26 中村、上掲書、133 頁。この点は既に、斐富吉「経営学の方法─中村常次郎






29 北沢の経歴については、自身による『歴史の歯車─回想 80 年─』（青木書
店、1969 年）がある。
















44 石崎津義男、上掲書、54 頁。なお、『法政大学新聞』（1938 年 5 月 23 日）で
確認したところ、この点については「株式会社研究の盛んなる今日、経済史
家は勿論、経営学者・商法学者、更に実務家諸氏の繙読を待つや、洵に切な
るものがある」という広告記事がでていた。
